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相乗効果(アントラージュ効果)
アントラージュ効果とは、ヘンプを構成する多種多様な天然成分がヘンプ元来の構成を保った状態でいる時、互い
に相乗的に作用し、単体が備えた効力以上の有効性をもたらすメカニズムのことを意味します。

TERPENS - テルペン類 FLAVONOIDS - フラボノイド類
カンナビスの花には114種類以上ものテルペンが含
まれます。テルペンはその独特な香りや風味を特徴
とする他、ヘンプが備える治癒効果に大きく貢献す
る化合物です。カンナビスに含まれるテルペンの一
つにリナロール(ラベンダーにも含有)やピネン(針葉
樹にも含有)がありますが、これらは睡眠や炎症に貢

献する成分として知られています。

フラボノイドはテルペン類と似た性質を備えた化合
物です。私たちが感覚を通してカンナビスをどのよ
うに知覚するかという役割を共有します。 しかし、
フラボノイドには、私たちの嗅覚や味覚に合うもの
以外にも多くの含まれるものがありますが、現状で
はフラボノイドは植物の中で最も研究されていない

化合物の1つです。

カンナビジオール(CBD)はカンナビ
ス由来のヘンプ植物に含まれる有効
成分です。痛み、睡眠、安定した心
に貢献をするといわれています。

テトラヒドロカンナビノール(THC)
は、マリファナの心理的影響の大部
分を担う化学物質です。それは、ま
るで私たちの身体が体内で自然に作
るカンナビノイド化学物質のように

作用します。

植物性カンナビノイド、または外因性カンナビノイドは、カンナビス植物の表面を覆う腺毛によって産生される植物由来のカンナビノイドです。 トリコームは、植物の望ましい化合物のすべてを生成
する役割を担っています。現時点で、100種類以上のカンナビノイドがカンナビス植物内に存在することが確認されています。 植物性カンナビノイドは私たちの身体に点在する受容体と相互作用し、多
数の精神作用効果や有効的な効果をもたらします。 そもそも、植物と動物の両者ともが自身の体内で独自のカンナビノイドを生成します。なお、哺乳類が体内で生成したものをエンドカンナビノイド
と呼ばれます。 上記に列記された植物カンナビノイドは、カンナビジオール酸(CBDA)、カンナビジバリン(CBDV)、カンナビゲロール(CBG)、カンナビクロメン(CBC)、カンナビノール(CBN)、テトラ

ヒドロカンナビノール酸(THCA)、テトラヒドロカンナビバリン(THCV)、デルタ-9テトラヒドロカンナビノイド(Δ9-THC）


